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海難審判・船舶事故調査協会の
イメージキャラクター「マリン君」です。
 海難の再発防止に努めます！
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両津港に入港するフェリー

も　く　じ 212 海事補佐人経費を援助‼
　海難審判では、理事官から受審人または指定海難関係人に指定されると、審判に出
席して審判官の尋問に応えたり、ご自分の意見を述べたりしなければなりません。
　そのような時に海事補佐人が手助けをしてくれます。当協会では、経済的理由で海
事補佐人を依頼できない方に対して海事補佐人を依頼する経費を援助しています。

（公財）海難審判・船舶事故調査協会相談所の所在地

東京相談所 〒102－0083　東京都千代田区麹町4－5　海事センタービル５階
TEL（03）3512－8140　携帯 090－6036－9433　E-mail kaisin-f@maia.or.jp

函館相談所 当分の間、仙台相談所（022）257－4360 へご連絡願います。

仙台相談所 〒983－0842　�仙台市宮城野区五輪1－3－15　仙台第3合同庁舎8階
TEL（022）257－4360　携帯 090－6036－5428　E-mail kaisin-sendai@maia.or.jp

横浜相談所 当分の間、東京相談所（03）3512－8140 へご連絡願います。

神戸相談所 〒650－0042　�神戸市中央区波止場町1－1　神戸第2地方合同庁舎10階
TEL（078）331－8836　携帯 090－6036－5398　E-mail kaisin-kobe@maia.or.jp

広島相談所 〒734－0011　�広島市南区宇品海岸3－10－17　広島港湾合同庁舎4階
TEL（082）255－8262　携帯 090－6037－0807　E-mail kaisin-hiroshima@maia.or.jp

門司相談所 〒801－0841　�北九州市門司区西海岸1－3－10　門司港湾合同庁舎10階
TEL（093）332－2765　携帯 090－6037－0508　E-mail kaisin-moji@maia.or.jp

長崎相談所 〒850－0921　�長崎市松が枝町7－29　長崎港湾合同庁舎5階
TEL（095）822－2037　携帯 090－6037－0935　E-mail kaisin-nagasaki@maia.or.jp

那覇相談所 当分の間、門司相談所（093）332－2765 へご連絡願います。

相談は無料です、小さな相談でもOKです‼
　海難審判所の理事官の調査や海難審判のことなどについて、急に文書が送られてき
て戸惑ってしまうことはありませんか。また、運輸安全委員会の船舶事故調査官から
調査などの連絡を受けて、対応に困ることがありませんか。
　このような時には、是非、相談員に相談してください。



ふねとうみ
〜その安全を求めて〜
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　当協会は、海難審判事件又は船舶事故調査に
関する調査研究、海難審判での海難関係人の権
利を擁護、又は不幸にして海難を起こされた方
への相談を無料でお受けするなど、海事の発展
に寄与することを目的としております。
　また、船会社や漁業協同組合などにおいて、
事故防止のための安全施策を担当している方々
に対して有用な情報提供を発信してまいります。
　このように本協会では、海上の安全性向上に
向けて定款のとおり事業を進めてまいる所存で
おりますので、その趣旨に賛同して下さる方々
に賛助会員としてご入会下さいますようお願い
申し上げます。

賛助会員の特典
○�裁決書又は船舶事故調査報告書を希望に応じ
て検索し、無料で提供

○�情報機関誌 「ふねとうみ」 の無料配布
○�船舶事故分析集（運輸安全委員会監修）の無
料配布

○�安全教育 /研修用DVD、その他刊行物の割
引販売

○�協会備付けの図書及び資料等の閲覧又は貸し
出し

賛助会費の優遇措置のご案内
　本協会は公益財団法人（特定公益増進法人）
であるため、賛助会費を納入された場合、所得
税における寄付金控除（同会費が 2,000 円を
超える場合に適用）又は法人税における損金算
入が認められます。

賛助会費
法人会員　（一口） 20,000　円
個人会員　（一口） 5,000　円

賛助会員の入会のご案内（公財）海難審判・船舶事故調査協会の活動
　公益財団法人 海難審判・船舶事故調査協会の事業
は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する
法律第 2 条第 4 項に基づく 23 項目中の「事故又は災
害の防止を目的とする事業」に該当します。
　これからも、定款に定める次の事業に則り、各種事
業の充実・発展を図り、より一層海難の防止施策に寄
与していきます。
⑴海難審判及び海難審判事件に関する調査研究
⑵海難関係人の権利擁護と海難審判に関する相談※

⑶海難審判及び船舶事故調査に関する広報、周知啓発
⑷船舶事故等の調査に関する調査研究、国際協力等
⑸前各号に関する図書類の刊行及び配付並びに研究
　会、講演会等の開催

※�経済的に余裕がないことなどで、自らが、海難審
判の海事補佐人（弁護人に相当）を依頼できない
方には、その経費を援助しています。

　�どんなことでも結構ですから、一度ご相談くださ
い。相談は無料です。

刊 行 の ご 案 内
◎�海難審判所裁決録
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を令和８年８月及び
９月に発刊

　令和７年に海難審判所及び地方海難審判所が言い渡
したすべての裁決を編集し、「令和７年１～６月分」、
「令和７年７～ 12 月分」の裁決録として、それぞれ８
月下旬及び９月下旬に発刊しました。
　価格は、1冊 6,800 円（送料込）となります。

編集後記
　今年の夏、世界各地で記録的な熱波が発生
し、欧州では多くの方が亡くなられました。
日本では、今夏も猛暑・酷暑となりましたが、
災害の発生もあり、熊本地震、千葉豪雨など
により多くの方が被害に遭われました。被害
を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し
上げます。
　本号では、庄司先生の特別寄稿として琵琶
湖ボート遭難事故を紹介していただきました。
亡くなられた学生らを悼んで「琵琶湖哀歌」
が作られました。歌には琵琶湖八景が詠まれ
ているとのことです。また、過去１０年の船
舶事故の発生状況、海難審判の状況を紹介し
ましたが、毎年、事故原因でいちばん多いの
は「見張り不十分」となっております。安全
運航に心がけてまいりましょう。
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